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（2021.6） 

（情報公開文章用）                           作成日 2022年11月18日 

 第3版作成 

 

1990年1月1日～2021年11月30日の間に 

当科において肝生検を受けられた非アルコール性脂肪肝炎の方へ 
 

―「肝生検を施行された脂肪肝患者における肝病態及び肝外合併症の疫学に関する 

多施設共同研究」へのご協力のお願い― 

 
本研究の内容は、研究に参加される方の権利を守るため、研究を実施することの適否について川崎医科大

学・同附属病院倫理委員会にて審査され、既に審議を受け、承認を得ています。また、学長と病院長の許可

を得ています。 

 

研究責任者 川崎医科大学 総合内科学２  准教授  川中美和 

 

研究分担者 川崎医科大学 総合内科学２  教授   河本博文 

      川崎医科大学 総合内科学２  特任教授 春間賢 

            川崎医科大学 総合内科学２  講師   末廣満彦 

            川崎医科大学 総合内科学２  講師   西野謙 

            川崎医科大学 総合内科学２  講師   浦田矩代 

            川崎医科大学 総合内科学２  講師   谷川朋弘 

            川崎医科大学 総合内科学２  大学院生 石井克憲 

 

 

１．研究の概要 

 脂肪肝はアルコール性と非アルコール性に大別されます。そのうち非アルコール性は非アルコール性脂

肪性肝疾患（nonalcoholic fatty liver disease: NAFLD）と言われ、非アルコール性脂肪肝（nonalcoholic 

fatty liver: NAFL）と、肝硬変に移行し肝癌の発生に繋がる非アルコール性脂肪肝炎（nonalcoholic 

steatohepatitis: NASH）とに分けられます。NAFLDは、2型糖尿病、心血管疾患や慢性腎臓病（CKD）の合

併が多く、各合併疾患に対する治療薬を服用している患者さんも少なくありません。NAFLDの予後に肝線維

化が影響することが報告されていますが、上記合併症と治療薬が生命予後に関連するか現時点では十分な

エビデンスは示されていません。本研究は、NAFLDの患者さんにおいて肝外合併症とその治療薬が、生命予

後に与える影響を明らかにすることを目的とします。 

 

２．研究の方法 

1) 研究対象者 

1990年1月1日～2021年11月30日の間に川崎医科大学総合医療センターおよび共同研究機関で肝生

検を施行された非アルコール性脂肪肝炎の患者さんを研究対象とします。 

 

2) 研究期間 

2020年12月15日～2025年3月31日 
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3) 研究方法 

1990年1月1日～2021年11月30日の間に当院において肝生検を施行された非アルコール性脂肪肝炎

の患者さんの年齢、性別、合併症、内服薬、血液・画像検査結果 等のデータをElectronic Data Capture 

(EDC)である REDCap にデータを入力し大阪公立大学にて一括管理します。肝生検の組織標本のデータは

佐賀大学へ集約します。 

 

4) 使用する試料・情報の種類 

情報：年齢、性別、合併症、内服薬、血液・画像検査結果 等 

 試料：肝生検の組織標本 

 

5) 外部への試料・情報の提供 

  この研究に使用する試料・情報は、以下の共同研究機関に提供させていただきます。提供の際、氏名、

生年月日などのあなたを直ちに特定できる情報は削除し、提供させていただきます。 

 

佐賀大学医学部附属病院 肝疾患センター       特任教授 高橋宏和 

大阪公立大学 大学院医学研究科先端予防医療学    講師   藤井英樹 

 

6) 試料・情報の保存及び二次利用 

この研究に使用した情報は、研究終了の報告から 5 年または結果の最終公表についての報告から 3 年

のいずれか遅い日まで、当院と主施設である佐賀大学附属病院 肝疾患センターとREDCapで保存させて

いただきます。この研究に使用した試料は中央判定が終了後に当院へ返却され、病理部で保管いたしま

す。電子情報の場合はパスワード等で制御されたコンピューターに保存し、その他の試料・情報は施錠可

能な保管庫に保存します。なお、保存した試料・情報を用いて新たな研究を行う際は、倫理委員会で承認

を得ます。 

 

7) 研究計画書および個人情報の開示 

あなたのご希望があれば、個人情報の保護や研究の独創性の確保に支障がない範囲内で、この研究計画

の資料等を閲覧または入手することができますので、お申し出ください。 

また、この研究における個人情報の開示は、あなたが希望される場合にのみ行います。あなたの同意に

より、ご家族等（父母（親権者）、配偶者、成人の子又は兄弟姉妹等、後見人、保佐人）を交えてお知ら

せすることもできます。内容についておわかりになりにくい点がありましたら、遠慮なく担当者にお尋ね

ください。 

この研究は氏名、生年月日などのあなたを直ちに特定できるデータをわからない形にして、学会や論文

で発表しますので、ご了解ください。 

この研究にご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。また、あなたの試料・情報が

研究に使用されることについて、あなたもしくは代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象とし

ませんので、2024 年 3 月 31 日までの間に下記の連絡先までお申し出ください。この場合も診療など病院

サービスにおいて患者さんに不利益が生じることはありません 

 

＜問い合わせ・連絡先＞ 

 川崎医科大学  総合内科学２ 

 氏名：川中 美和 

 電話： 086-225-2111 内線85328(平日：8時30分～16時30分） 

ファックス：086-232-8343 

 e-mail：naika2@med.kawasaki-m.ac.jp 
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＜研究組織＞ 

研究代表機関名  佐賀大学医学部附属病院  

研究代表責任者 佐賀大学医学部附属病院 肝疾患センター 特任教授 高橋宏和 

 

共同研究機関 

大阪公立大学 大学院医学研究科先端予防医療学      講師 藤井英樹 

旭川医科大学 内科学講座消化器・血液腫瘍制御内科学分野 講師 澤田康司 

東京女子医科大学 消化器内科学             教授 徳重克年 

横浜市立大学 肝胆膵消化器病学            准教授 米田正人 

愛知医科大学 内科学講座肝胆膵内科学          教授 米田政志 

岐阜大学医学部附属病院 第１内科            教授 清水雅仁 

市立吹田市民病院 消化器内科              部長 吉田雄一 

ＪＡ広島総合病院 肝臓内科               主任部長 野中裕広 

島根大学医学部附属病院 肝臓内科          診療科長 飛田博史 

香川大学 消化器・神経内科学              講師 森下朝洋 

久留米大学 内科学講座消化器内科部門          講師 川口巧 

高知大学 消化器内科                  医員 宗景玄祐 

琉球大学 消化器内科                  講師 前城達次 

大垣市民病院 消化器内科                部長 豊田秀徳 

大阪大学 機能診断科学講座               教授 三善英知 

岐阜市民病院 消化器内科               副部長 林秀樹 

浜松医科大学 肝臓内科               病院講師 川田一仁 

防衛医科大学校病院 消化器内科            准教授 冨田謙吾 

大阪鉄道病院 消化器内科                医長 石破博 

自治医科大学 内科学講座 消化器内科学部門    学内准教授 三浦光一 

京都府立医科大学 消化器内科              助教 瀬古裕也 

名古屋大学医学系研究科消化器内科学           准教授 石上雅敏 

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科心血管病予防分析学講座 講師 徳重明央 

日本医科大学付属病院 消化器肝臓内科           講師 新井泰央 

 

３．資金と利益相反 

本研究は、主施設である佐賀大学医学部附属病院委任経理金(本学への受け入れ無し)を用いて行われ
ます。本学では、学内研究費を用いて行われます。本研究に関する利益相反の有無および内容につい

て、川崎医科大学利益相反委員会に申告し、適正に管理されています。 

 


